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研究成果の概要（和文）：雲南省の少数民族地域は改革開放政策によって大きく変容してきた。

麗江市近郊の納西族は伝統的耕種業から騎馬場の経営に転換し観光業から収入を得ている。西

双版納の基諾族は焼畑からゴム・茶等の換金作物にシフトし、高地を利用してヤクを移牧する

チベット族は市場向けの乳製品の製造と販売に転換し、付加価値の高い農業を目指している。

新平県の花腰傣は商品作物のサトウキビや野菜を栽培する一方、民族文化の発掘、継承とその

商品化を進めている。  

研究成果の概要（英文）：Ethnic minority regions in the Yunan Province have changed 

greatly through the policy of reform and openness. The Naxi People, from around Lijiang, 

are earning an income from tourism by having shifted from their traditional agriculture to 

conducting horse racing. The Jinuo People of Xishuangbanna Region have shifted from 

slash-and-burn farming to rubber and tea cultivation, and Tibetans are grazing yaks in the 

highlands to produce and sell cheese and butter in order to realize a higher income.  The 

Huayao Dai peoples of the Xinping Prefecture are growing sugar cane and vegetables 

commercially, while promoting the commodification of their own ethnic culture. 
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１．研究開始当初の背景 

1978年の改革・開放政策による社会主義

市場経済の導入によって、中国の社会は大

きく変化し、著しい地域格差をもたらした。

中国東部沿海地域は、工業化に伴って発展

が著しく、雲南省のような内陸部は工業化

があまり進まず、開発から取り残された。 
また、中国は漢族を含め56の民族から成

る多民族国家で、マジョリティである漢族

は全人口の92％を占める。しかし、人口の

地理的分布でみると、残り8％の少数民族が

国土面積の64％を占めている。したがって、

少数民族地域の変容をとらえることが、中

国の地域研究にとっては、きわめて重要な

視点である。特に、本研究の対象地域であ

る雲南省には、全国55の少数民族のうち、

24もの少数民族が居住している。これらの

人々は、その地域の複雑な自然環境と相俟

って、多様な民族文化を育んできた。つま

り、雲南の少数民族は、例外なく大きく自

然環境に依拠し、それを資源化した形態の

生業を営んできた。 
以上のようなコンテクストのなかで、改

革開放政策下における少数民族地域がどの

ような方向をめざし、どのように変容しつ

つあるかを探ることは、不可欠の視点とい

える。それによって、中国の内陸部の地域

変容、さらには中国社会全体の変化の方向

性を明らかにすることができると考える。 
雲南省の少数民族地域において、従来の

生業を維持しながらも、市場経済の要素を

積極的に取り入れ、過度な開発に伴う環境

問題や民族地域の特有な民族的景観の保全

も課題である。 
 
２．研究の目的 
改革開放政策下の研究では、中国東部沿海

地域の都市や産業の変貌を分析したものが

目立つ。これに対して、周辺に位置する内陸

部の少数民族地域においても、農村・農業、

そして民族観光などが大きく変容しつつあ

る。 
本研究では、改革開放政策下における少数

民族地域がどのような方向を目指し、どのよ

うに変容しているかを探ることは、中国の内

陸部の地域変容、さらには中国社会全体の変

化の方向性を明らかにすることができると

考え、市場経済と結びつきやすい生業形態、

つまり農耕や農業を含む生業および観光に

着目し、雲南省における少数民族地域の変容

を明らかにすることとした。具体的に、3 年

間の集中的なフィールド調査に基づき、農耕

文化と観光地化の相互関係を把握し、ここ 20
数年の少数民族地域の変化のプロセスを明

らかにすること、雲南省における少数民族地

域の変容とその地域的意義を解明すること

であった。 
具体的に次の3点を明らかにしたい。第１に

変化の要因である社会主義市場経済化と変容

した少数民族の生業はどのように相互作用し

ているのか、第２に調査対象地域における農

業経営の転換、つまり市場経済へのシフトは

如何に行われているか、そしてそれぞれの地

域にどんな特色があるか、第３に少数民族が

自然環境・農村空間と民族文化をどのように

評価し、それをどのように商品化しているの

か、である。そして、これらの調査結果を雲

南省の総合的なコンテクストのなかに位置づ

けることで、少数民族社会の有り様を統一的

に把握しようと試みる。 
 
３．研究の方法 

本研究はフィールドから雲南の民族地域の

課題を発見・解明することを基本姿勢とし、

現地で4つの代表的な事例地域を設定して詳

細な実証研究を行なう。本研究の目的を達成

するために、研究代表と3名の研究分担者を組

織し、更に現地の雲南大学などの研究者に現

地での研究協力を要請する。 
人文・社会科学系の研究では、本来、研究

者個人の目的や予定にあわせて、個別に調査

研究をすることが望ましいが、本研究にかか

わる研究者は、共同で総ての対象地域を調査

する。これは、特定の地域に関する様々な視

点からの分析が可能になること、調査地にお

いて共同討議を深められることなど、本研究

の目指す地域の深い理解を可能にするという

メリットがある。 
現地調査では、研究代表者は全体責任を持

つが、それぞれの事例地域の主要担当者を中

心に実施する。具体的に、杜 国慶は雲南省

の少数民族地域に関するマクロ的な分析、池 

俊介は麗江市近郊の納西族地域の変化に関

する調査、白坂 蕃は西双版納の基諾族と北

西部のチベット族の移牧についての調査、張 

貴民は新平県の花腰傣に関する調査、をそれ

ぞれ担当する。メンバーによる共同調査に基

づき、調査データを共有しながらも、各自が

調査テーマを分担して、分析・執筆を行なっ

た。 
 
４．研究成果 



 

 

主な研究成果として、雲南省全体に関する

マクロ的な分析と事例地域に関する研究に

大別できる。 
調査地域全体に関する分析には、杜 国慶

による「雲南省の自然と民族に関する諸問

題」、杜 国慶の「統計データに見る雲南省

の社会経済構造と変化」がある。これらのマ

クロ的な分析と考察は次の事例地域に関す

る分析の基礎となっている。 
事例地域の研究としては、白坂 蕃による

「中国雲南省西双版納の基諾族にみる生業

の変貌」、白坂 蕃と杜 国慶による「中国

雲南省北部のチベット族によるヤクの移牧」、

池 俊介による「拉市海周辺における乗馬観

光の展開」と張 貴民による「雲南省新平彝

族傣族自治県にみる花腰傣の村の変化」の成

果があった。 
これらの事例研究は研究プロジェクトの

全体の研究目的に沿ったものであり、調査対

象地域も調査対象となった少数民族も雲南

省を代表するものとしてそれぞれを位置づ

けることができる。事例研究の中で、少数民

族地域の変化のメカニズムを図式化し、その

一般性を明らかにする試みがあり、一定の成

果も得られた。それらをさらに発展させて、

学会誌などへの論文投稿また登校準備中で

ある。 
研究プロジェクト全体としては、調査デー

タの分析と更なる検討を重ねることによっ

て、雲南省における少数民族地域の変容に関

する人文地理学的研究を総括することを今

後の課題としたい。 
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